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Tcを相転移の温度として､T…(T一㌔ )/T3とす る｡ 以下 巨 l宅=1を考
える0 .
二 次相転移の一般論が作 られ るとすれ雄一 それは鞍の横を もので告げればをら
杏レ o
(1)年の理論か ら計算され た 隼 が､erl Tをるsinguユarityを 示すO
(2)longrangeorder甲の値 (dimensionlessとす る)がr< 0で
raに比例す るo (LaiTld.au理論と異を り αキ 1/2)
(3)体系 との相互作用エネルギ-那-甲員で与えられ る様を外湯員によって誘
起され るでの値 n;fIが ㌻β封 こ比例す るO (Landau理論と奥 りβキ 1)a
(4)Cpの対数発散はー外場民の存在す るときは (厳密を意味では)消失す るO
以上の 点か ら考 えて Free丑nergyF(･T･P,再 が r= 0の近傍で
Cく)
F (T･P , 再 --nE=oAn 可2n (1)
の様に展開出来 るJと考 えるのは無理であるO若 し強引に上の展開をやれば-す
べて舟 射 ;rj oでは発散 し､ その発散lh度合いは riが大にをるほつれ.鶴
くをる筈であるo (この命腰を否定すればt対数発散は Ao年 r22nT2と仮定
す る事8tLよっての去得られ る事にをるがt これは条件(4)k達反す る｡ Lまた展開
(1)を認め云白土､Free丑ユergyの自由度をや ろ弊 亀 … feBq'rq(r)dr
まで考 えると､ 王nq12について も∴ベキ展開出来 ると考えざるを得を く奇 り､
その結果 <nqqLq> が､ OrnStein-ZerTlilde塾 誹 至せいぜいその q2部分
を少々ヤツカイをqの函数 (Tによらぬ)におきかえた塾で与 えられ_
Fisberの推測してい る塾とは異った ものに登っ てしまうO ) ､ 7
さてー上記 4つ の条件の勉に､次の条件が露草 られ るべ きであろ うo それは





さて､ fleisenbergModelでは､PAde近似の計算か ら､ a空 1/3,
β空 d/3 と云われているが､実際にこれ ら'ol条件を充たすFree血 ergyを作
る事がで きる｡例 えば
F = A r22n(//3+aTyq2+b㌔+0(㌔)) (2)





函数時よって表わされ るべ きである事 を強詞 したい O
稀薄磁性体 につ.いて
桂 重 俊 ･辻 一山√文治郎
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今結晶格子を考 え-格子の各点にはIsingspi虫(pi-1,｣ )又は- 非磁
気原子 (pi.〒 0)が存在す一るもの'とす る〇 ･全エわ レギーは近接スゼン問の相互
作 用エネルギーのみの和で衰わされ るとす ると
E--音韻 ,piPj･-mHfpi
であらわされ る｡ これ より母函数 ､
Z､=aeKEPifb･'CEjl･DE〟宣
を作 るとス ピンの濃度pはp- ∂iogZ/aDで裳わされるO -次元g)場合に この
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